
○教育・保育の量の見込みについて

(1) 保育の量の見込み（年度別・地域別）とH26施設入所定員

年度 全市 中央 東部 西部 南部 北部 河辺 雄和

H26(定員) 845 314 125 80 161 138 18 9
H27(見込) 1,129 268 243 122 179 277 22 18
H28(見込) 1,096 258 237 119 174 269 21 18
H29(見込) 1,063 248 232 116 169 260 20 18
H30(見込) 1,029 238 226 113 164 251 19 18
H31(見込) 997 228 220 111 160 242 18 18

H26-H27 △ 284 46 △ 118 △ 42 △ 18 △ 139 △ 4 △ 9

H26(定員) 2,049 718 293 201 376 370 57 34
H27(見込) 2,423 544 489 305 416 583 44 42
H28(見込) 2,353 524 478 298 405 564 42 42
H29(見込) 2,282 504 466 291 394 546 40 41
H30(見込) 2,213 484 455 284 383 528 38 41
H31(見込) 2,143 464 444 277 372 509 36 41

H26-H27 △ 374 174 △ 196 △ 104 △ 40 △ 213 13 △ 8

H26(定員) 2,778 1,052 321 233 378 492 120 182
H27(見込) 2,677 596 552 330 469 631 58 41
H28(見込) 2,603 576 539 323 457 612 55 41
H29(見込) 2,529 555 527 316 445 592 53 41
H30(見込) 2,455 534 515 309 434 573 50 40
H31(見込) 2,383 514 503 302 422 554 48 40

H26-H27 101 456 △ 231 △ 97 △ 91 △ 139 62 141

※H26は4月1日時点の入所定員数、H27～H31は各年度・各地域の量の見込み

(2) 教育の量の見込み（年度別・地域別）とH26施設入所定員

年度 全市 中央 東部 西部 南部 北部 河辺 雄和

H26(定員) 6,835 1,785 1,275 680 1,080 1,935 80 0
H27(見込) 1,137 253 234 140 199 268 25 18
H28(見込) 1,105 245 229 137 194 260 23 17
H29(見込) 1,074 236 224 134 189 252 22 17
H30(見込) 1,043 227 219 131 184 244 21 17
H31(見込) 1,011 218 214 128 179 235 20 17
H27(見込) 2,324 518 479 286 407 548 50 36
H28(見込) 2,261 500 469 280 397 531 48 36
H29(見込) 2,197 482 458 274 387 515 46 35
H30(見込) 2,133 464 448 268 377 498 43 35
H31(見込) 2,068 446 437 262 366 481 41 35

H26-H27 3,374 1,014 562 254 474 1,119 5 △ 54

※H26は5月1日時点の入所定員数、H27～H31は各年度・各地域の量の見込み

(3) 量の見込みに対する確保方策の考え方について

ア　量の見込みの傾向について

イ　確保方策の考え方について

○中央地域については、地域の特性上、他地域からの利用者流入分も含まれていることを考慮する必要がある。

①３号認定（うち０歳児のみ）

②３号認定（うち１・２歳児）

③２号認定（うち保育利用ニーズ）

①２号認定（うち教育利用ニーズ）

②１号認定

追加資料２

○提供体制に不足が生じているのは、３号認定および２号認定（うち保育利用ニーズ）。

○中央地域においては、提供体制は十分に確保されている。

○１号認定および２号認定（教育利用ニーズ）についての提供体制は、十分に確保されている。

○３号認定、２号認定（保育利用ニーズ）の不足については、幼稚園の幼保連携型認定こども園への移行や
  認可外保育施設の認可化、小規模保育施設への移行、事業所内保育の地域枠の受入れのほか、施設整備に
　よる既存施設の定員増などにより確保に努める。
　また、新制度の施行により新たに認可事業とされる家庭的保育や居宅訪問型保育においても、保育ニーズ
　に合わせた確保を図る。
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○地域子ども・子育て支援事業の量の見込みについて

１　延長保育（時間外保育事業） （人）
全体 中央 東部 西部 南部 北部 河辺 雄和

H24（実績） 740 -        -        -        -        -        -        -        
H27（見込） 985 222 203 120 169 235 20 16
H28（見込） 957 214 198 117 164 228 19 16
H29（見込） 930 206 194 115 160 221 18 16
H30（見込） 902 198 189 112 156 213 17 16
H31（見込） 874 191 185 109 151 206 16 15

２　放課後児童健全育成事業 （人）
H25登録数 H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

低学年時 1,023 1,096 1,069 1,042 1,015 988
高学年時 247 669 654 639 624 609

３　子育て短期支援事業（ショートステイ） （人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

93 93 93 93 93 93

４　地域子育て支援拠点事業 （人回）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

44,674 116,052 112,669 109,323 105,959 102,613

５　幼稚園在園児の一時預かり （人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

１号認定 19,523 18,986 18,453 17,910 17,376
２号認定 249,471 242,611 235,790 228,853 222,032

６　その他一時預かり事業 （人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

9,227 80,589 78,291 76,014 73,715 71,438

７　子育て短期支援事業（トワイライトステイ） （人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

1,520 1,520 1,520 1,520 1,520 1,520
※実績に基づいた数値に修正。

（人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

746 9,409 9,143 8,879 8,612 8,347

９　ファミリー・サポート・センター事業 （人日）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

394 106 104 101 98 96

１０　妊婦健康診査 （人）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

2,263 1,846 1,792 1,738 1,685 1,631

※前回の子ども・子育て会議（H26.3.28）開催後、本事業の量の見込みについて、国から、「就学児に対する
ニーズ調査を実施している場合、よりニーズの実態に近い就学児調査の結果を量の見込みとする」との見解が示
されたことを受け、前回提示した５歳児調査に基づいた数値から修正。

※実績に基づいた数値に修正。

８　病児・病後児事業

※対象項目を対象者の１回目・７回目の平均利用率から利用実人数に修正（国の報告様式に準拠）。
　これに伴い、０歳児推計人口×0.922(１回目の受診率)により算出。

192,089
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１１　乳児家庭全戸訪問事業 （人）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

2,074 2,003 1,944 1,886 1,828 1,770

１２　養育支援訪問事業 （人）
H24(実績) H27(見込) H28(見込) H29(見込) H30(見込) H31(見込)

107 107 107 107 107 107

※対象項目を訪問実施率から訪問実人数に修正（国の報告様式に準拠）。
　これに伴い、０歳児推計人口の値（訪問率100%）を量の見込みとする。
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